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楓ケ丘地区の追分火砕流の地層。10メートル近くもある。約900年前のもの。

地
層
は
語
る

 

浅
間
山
の
火
山
災
害

霧
島
連
山
新
燃
岳
の
噴
火
の
行
方
が
心
配
な
こ
の
ご
ろ

だ
が
、
浅
間
山
麓
に
暮
ら
す
私
た
ち
も
他
人
事
で
は
い
ら

れ
ま
い
。
こ
こ
で
過
去
の
火
山
災
害
の
一
例
を
紹
介
し
て
お

く
こ
と
に
し
た
い
。

写
真
は
、
平
安
時
代
末
期
１
１
０
８
年
の
浅
間
山
天て

ん

仁に
ん

噴
火
の
10
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
火
砕
流
の
地
層
で
、
楓
ケ

丘
地
区
に
残
る
も
の
で
あ
る
。
火
砕
流
と
は
、
高
温
の
火

山
灰
、
溶
岩
片
な
ど
が
一
団
と
な
っ
て
流
れ
下
る
現
象
で
、

そ
の
温
度
は
数
百
度
、
時
速
１
０
０
㎞
を
超
え
る
場
合
も

あ
る
。
そ
の
破
壊
力
た
る
や
す
さ
ま
じ
く
、
平
成
の
雲
仙

普
賢
岳
の
噴
火
の
映
像
を
覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
多
い

に
違
い
な
い
。

浅
間
山
天
仁
噴
火
で
は
、「
追
分
火
砕
流
」と
呼
ば
れ
る

火
砕
流
が
、
湯
川
を
突
っ
切
り
、
面
替
に
ま
で
到
達
し
た
。

実
は
こ
の
噴
火
、
９
０
０
年
も
前
の
こ
と
な
の
で
、
長
野
県

側
の
災
害
の
記
録
は
ゼ
ロ
。
ど
ん
な
こ
と
が
浅
間
山
南
麓

の
地
域
社
会
で
起
き
た
の
か
が
ナ
ゾ
の
ま
ま
な
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
何
メ
ー
ト
ル
も
の
高
温
の
火
砕
流
を
被
っ
た

平
安
時
代
の
ム
ラ
が
壊
滅
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

以
前
、
各
戸
配
布
さ
れ
た「
浅
間
山
火
山
防
災
マ
ッ
プ
」

に
は
、
も
し
も
の
時
の
避
難
対
策
が
記
さ
れ
て
い
る
。
新

燃
岳
の
噴
火
を
他
山
の
石
と
せ
ず
、
日
ご
ろ
か
ら
火
山
防

災
を
頭
の
片
隅
に
置
い
て
お
き
た
い
。
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